
施策番号３ 上下水道などのライフラインの復旧
　施策の
　方向

（「宮城の将
来ビジョン・震
災復興実施
計画」の行動
方針）

❶下水道の整備
◇　機能が停止した流域下水道の３処理場（仙塩，県南，石巻東部）における処理機能を早急に復旧する。
◇　被災時においても汚水排除の基本機能を確保し，代替処理機能を備えるなど，迅速に復旧できる施設とするととも
に，下水汚泥をエネルギーとして再利用するなど，エネルギー循環型の下水道システムを構築する。
❷上水道，工業用水道の整備
◇　応急仮復旧箇所の本復旧を行うとともに，震災被害の検証や危機管理体制の再構築の検討を行い，施設の耐震
化や緊急時のバックアップ体制の整備を推進する。

目標
指標
等

■達成度 Ａ：｢目標値を達成している｣（達成率 100%以上）　　　Ｂ：｢目標値を達成しておらず，達成率が80%以上100%未満｣
Ｃ：｢目標値を達成しておらず，達成率が80%未満｣　　 Ｎ：「実績値が把握できない等の理由で，判定できない」

■達成率（%) フロー型：実績値／目標値
ストック型：（実績値－初期値）／（目標値－初期値）

初期値 目標値 実績値 達成度 計画期間目標値

(指標測定年度) (指標測定年度) (指標測定年度) 達成率 (指標測定年度)

1 被災した流域下水道施設の復旧率（％）
0% 0% 0%

Ｎ

　※満足群・不満群の割合による区分
　　　Ⅰ：満足群の割合○％以上
　　　　　　かつ不満群の割合○％未満
　　　Ⅱ：「Ⅰ」及び「Ⅲ」以外
　　　Ⅲ：満足群の割合○％未満
　　　　　　かつ不満群の割合○％以上Ⅰ，Ⅱ又はⅢ

■　施策評価　（原案）

100%
(平成22年度) (平成  年度) (平成  年度) - (平成25年度)

施策の成果 評価の理由

平成　　年
県民意識調査

満足群の割合 不満群の割合
(満足＋やや満足) (やや不満＋不満)

○% ○%

満足群・不満群
の割合による
区　　　　　分

目標指標等，県
民意識，社会経
済情勢，事業の
実績及び成果等
から見て，施策に
期待される成果を
発現させることが
できたか（震災か
らの復興が進ん
でいるか）。

目標
指標
等

・指標1の「被災した流域下水道施設の復旧率」については，計画上平成23年度に施設整備が完了する箇
所が無く，設定目標値が初期値と変わらないことから，達成度は「N」となった。
・平成23年度においては，指標には表れていないが，応急工事及び調査設計を行うとともに災害査定を完
了させており，平成24年度上半期から段階的に高級処理（生物処理）に切り替え，平成25年度内の完全復
旧を目標としている。

県民
意識

・県民意識調査結果については，重視している割合が○%と高く，かつ満足群と不満群の相関関係では「Ⅰ」
判定となっていること，また，○○の結果からも概ね満足の割合が高いことなどから，本施策の成果は県民の
期待に応えていると考えられる。

社会
経済
情勢

・東日本大震災により県内の上下水道施設は甚大な被害を受けており，汚水がマンホールから溢れるなど
県民生活に大きな支障が出ていることから，早期の復旧が強く望まれている。

【評価】

順調
概ね順調
やや遅れている
遅れている

事業
の成
果等

・事業の実績及び成果等については，下水道事業だけでなく，上水道，工業用水道及び廃棄物処理の事
業においても，成果が認められる。

施策を推進する上での課題と対応方針　（原案）
※施策が直面する課題や改善が必要な事項等
※今年度の対応状況を含む今後の対応方針

【課題】
・被災した下水道，上水道及び工業用水道の復旧に向けて，今後も継続的な取組が必要である。
・特に下水道施設については段階的に水質改善を図っていくため，設備の一つ一つが復旧しても事業効果が目に見えて判るわけで
はないことから，粘り強い継続的な事業の推進が必要である。
・沿岸部の水道施設の復旧については，高台への集団移転等の計画が全て決定した後になるため，長期的な支援が必要となる。

【対応方針】
・下水道においては，平成25年度内の復旧完了を目指して引き続き災害復旧事業を進めるとともに，緊急時の備えとして各種下水道
事業の推進を図る。
・廃棄物処理においては，引き続き復興の助けとなるよう事業の継続を図る。
・広域水道，工業用水道においては，本格復旧を目指して引き続き事業の継続を図る。
・水道施設においては，引き続き市町村等の復旧支援事業の継続を図る。

政策番号５

記載欄 追加 

達成度及びレイアウトの変更 

※４区分

から選択 

評価の理由欄を評価基準ごに区分 

※３区分

から選択 
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※記載内容は評価書を基に一部加筆・修正を行っています。

施策を推進する上
での課題と対応方
針

・環境モニタリングを継続しながら，引き続き，環境質の改善に努める必要があると考える。

－

施策を推進する上
での課題と対応方
針

・意見を踏まえて，課題と対応方針を追加・修正することにする。

■　施策評価　（最終）

■　宮城県行政評価委員会の意見　（評価原案に対する意見）及び県の対応方針

委
員
会
の
意
見

施策の成果

判定 　評価の理由が十分であり，施策の成果について「順調」とした県の評価は，妥当であると判断される。

適切

【課題】
・被災した下水道，上水道及び工業用水道の復旧に向けて，今後も継続的な取組が必要である。
・特に下水道施設については段階的に水質改善を図っていくため，設備の一つ一つが復旧しても事業効果が目に見えて判るわけで
はないことから，粘り強い継続的な事業の推進が必要である。また，処理場が完全復旧するまでの間，周辺環境への影響に配慮する
ため，処理場からの放流水質の調査が必要となる。
・沿岸部の水道施設の復旧については，高台への集団移転等の計画が全て決定した後になるため，長期的な支援が必要となる。

【対応方針】
・下水道においては，平成25年度内の復旧完了を目指して引き続き災害復旧事業を進めるとともに，緊急時の備えとして各種下水道
事業の推進を図る。また，処理場からの放流水の調査を継続して行い水質を監視するとともに，処理場の早期復旧を進めながら周辺
環境の改善に努める。
・廃棄物処理においては，引き続き復興の助けとなるよう事業の継続を図る。
・広域水道，工業用水道においては，本格復旧を目指して引き続き事業の継続を図る。
・水道施設においては，引き続き市町村等の復旧支援事業の継続を図る。

施策の成果 評価の理由

目標指標等，県
民意識，社会経
済情勢，事業の
実績及び成果等
から見て，施策に
期待される成果を
発現させることが
できたか（震災か
らの復興が進ん
でいるか）。

目標
指標
等

・指標1の「被災した流域下水道施設の復旧率」については，計画上平成23年度に施設整備が完了する箇
所が無く，設定目標値が初期値と変わらないことから，達成度は「N」となった。
・平成23年度においては，指標には表れていないが，応急工事及び調査設計を行うとともに災害査定を完
了させており，平成24年度上半期から段階的に高級処理（生物処理）に切り替え，平成25年度内の完全復
旧を目標としている。

県民
意識

・県民意識調査結果については，重視している割合が○%と高く，かつ満足群と不満群の相関関係では「Ⅰ」
判定となっていること，また，○○の結果からも概ね満足の割合が高いことなどから，本施策の成果は県民の
期待に応えていると考えられる。

社会
経済
情勢

・東日本大震災により県内の上下水道施設は甚大な被害を受けており，汚水がマンホールから溢れるなど
県民生活に大きな支障が出ていることから，早期の復旧が強く望まれている。

順調
概ね順調
やや遅れている
遅れている

事業
の成
果等

・事業の実績及び成果等については，下水道事業だけでなく，上水道，工業用水道及び廃棄物処理の事
業においても，成果が認められる。

施策を推進する上での課題と対応方針　（最終）
※施策が直面する課題や改善が必要な事項等
※今年度の対応状況を含む今後の対応方針

【評価】

県
の
対
応
方
針

施策の成果

※４区分

から選択 

記載欄を細分化 

評価の理由欄を評価基準ごとに区分 
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